
4

学校の英語の授業では、次のようなことはどれくらいあてはまりますか。Q

英語の授業で「お互いの気持ちや考えを伝え合おうとする」は 
7割以上

「わからない英語があっても続けて聞こうとする」や「英語で話している人の気持ちや考えを
理解しようとする」など、英語の授業において積極的に取り組もうとする意欲がみえる。

図１−１　関心・意欲・態度

中３生の英語学習の実態
１－１ 英語の授業における関心・意欲・態度

0 10 20 30 40 50 60 70 80

0 20 40 60 80 100
（％）

お互いの気持ちや考えを伝え合おうとする

初めて見る英語の文章を読むのが楽しい

積極的に手を挙げようとする

わからない英語があっても
続けて聞こうとする

英語で話している人の気持ちや
考えを理解しようとする

あいさつや感謝の気持ちを
できるだけことばであらわすようにする

わからない英語があっても
続けて読もうとする

聞いた内容がわからないときは、
聞き返したり質問したりする

英語やジェスチャーを使って、
言いたいことをなんとか伝えようとする

英語を話すのははずかしかったり
緊張したりする

先生や友だちが、
英語で話すのを聞くのが楽しい

先生や友だちと英語で
やりとりするのが楽しい

機会があれば、自分の考えや気持ちを
英語で書いてみようとする

身近な話題について、
先生や友だちに伝えるのが楽しい

自分の気持ちや考えについて
英語で書くのが楽しい

27.0 52.7 79.7

26.8 51.4 78.2

30.2 47.8 78.0

26.3 49.0 75.3

24.3 49.7 74.0

26.4 41.8 68.2

24.8 41.1 65.9

23.1 39.8 62.9

16.0 34.9 50.9

14.4 33.4 47.8

14.2 31.6 45.8

13.1 31.5 44.6

17.1 27.1 44.2

18.0 25.3 43.3

13.9 27.7 41.6
とてもそう
まあそう

＊外側にある数値は「とてもそう」＋「まあそう」の％。
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Q

英語の授業で「話す」「書く」活動は、保護者世代よりも多い
英語の授業で、「気持ちや考えを英語で話す（よく＋ときどきしている）」「気持ちや考えを英語
で書く」という活動はそれぞれ6割前後。一方、保護者世代のそれらの活動は1割台。

図１−２　授業でしていること

１－２ 英語の授業でしていること

１  

中
３
生
の
英
語
学
習
の
実
態

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100
（％）

0 20 40 60 80 100
（％）

英文を日本語に訳す

文法の問題を解く

単語や英文を読んだり書いたりして覚える

自分の気持ちや考えを英語で書く

自分の気持ちや考えを英語で話す

単語の意味や英文のしくみについて
先生の説明を聞く

52.5 33.7 86.2

86.0

84.6

78.5

65.4

58.9

48.2 37.8

50.0 34.6

41.3 37.2

25.8 39.6

21.9 37.0

よくしている
ときどきしている

57.4 32.4 89.8

86.3

89.9

71.4

16.8

12.7

51.5 34.8

59.1 30.8

40.3 31.1

3.1
13.7

10.4

よくしていた
ときどきしていた

2.3

中３生 保護者

＊外側にある数値は「よくしている」＋「ときどきしている」の％。
＊保護者は、「あなたが中学生や高校生だった頃、学校の英語の授業の中で次のようなことをどれくらいしていましたか」という問いに対する
回答。

学校の英語の授業の中で、次のようなことをどれくらいしていますか。
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英語の授業での活動は、「教科書本文を音読する」がもっとも多い
「教科書本文を音読する」は８割以上、「内容がわかっている教科書本文の音声を聞く」「日本
語の文を英文に訳して書く」は７割以上が「している（よく＋ときどき）」と回答。

図１−３　授業での活動

0 20 40 60 80 100 120

よくしている

まったくしていない

57.7

ときどきしている

29.3

あまりしていない

9.3

無回答・不明

0.63.1

39.2 6.318.036.1

30.2 7.020.741.7

20.8 11.128.938.6

22.9 8.432.135.8

23.5 12.230.633.1

18.9 17.630.732.1

15.4 15.034.135.0

17.9 20.628.831.3

14.2 18.138.228.9

（％）

0.4

0.4

0.6

0.8

0.6

0.6

0.6

1.3

0.6

教科書本文を音読する(87.0)

日本語の文を英文に訳して書く(71.9)

教科書本文以外の初めて見る文章を読む (58.7)

教科書の対話文を覚えて発表する(51.0)

英語で書いた原稿を覚えて発表する(49.2)

先生（日本人）が、身近な話題や
自分の経験について英語で話すのを聞く(56.6)

その場で考えながら、先生や友だちと
英語でやりとりする(50.4)

自分の気持ちや考えについて
複数の英文で書く(59.4)

内容がわかっている
教科書本文の音声を聞く(75.3)

身近な話題について、その場で考えて
先生や友だちに英語で伝える(43.1)

＊（　）内の数値は「よくしている」＋「ときどきしている」の％。

１－３ 英語の授業での活動

学校の英語の授業の中で、次のようなことをどれくらいしていますか。Q
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先生の4人に1人は、英語を７割以上使って授業をしている
英語を7割以上使って授業を進めている（「70％くらい」＋「ほとんど英語で授業している」）
先生は４人に１人。授業での先生について、「英語で話していることを一生懸命聞いてくれ
る」「英語で言ったことに対してGood!やOK!と言ってくれる」「授業中の先生は楽しそう
だ」は８割台。

図1−4　先生の英語使用割合

図１−５　先生の働きかけ

0 20 40 60 80 100

ほとんど使っていない
30％くらい

ほとんど英語で授業している

25.54.9

50％くらい

39.6

70％くらい

21.1 4.7 4.2

無回答・不明
（％）

＊外側にある数値は「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％。

１－４ 先生の英語使用割合と働きかけ

１  

中
３
生
の
英
語
学
習
の
実
態

授業での英語の先生（日本人の先生）について、次のようなことはどれくらいあてはまりますか。Q

英語の授業で、日本人の先生はどれくらい英語を使って授業を進めていますか。Q

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100
（％）

授業中の先生は楽しそうだ

英語で話していることを
一生懸命聞いてくれる

英語で言ったことに対して
Good！や OK！と言ってくれる

うなずいたり英語で
あいづちを打ってくれる

英語で言ったことを英語でくり返して言って、
確認したり共感したりしてくれる

英語でうまく言えないとき、
英語で助けてくれる

できるだけ会話が続くように英語で
助けてくれたり応援したりしてくれる

たとえ間違えても、Good try！など
挑戦したことについて英語でほめてくれる

英語で言ったことに対して、
さらに英語で質問してくれる

英語で言ったことに対して英語で
感想や意見を言ってくれる

38.5 45.1 83.6

41.4 39.1 80.5

37.8 42.6 80.4

34.9 42.4 77.3

29.8 43.3 73.1

27.2 44.0 71.2

24.4 43.1 67.5

29.3 35.8 65.1

22.4 38.5 60.9

20.7 37.9 58.6 とてもあてはまる
まああてはまる
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中３生の約半数は英語が「得意（とても＋やや）」と回答
英語の得意・苦手で「苦手（やや＋とても）」と回答した中３生が苦手と感じるようになる時
期は、「中１の前半」から「中２の前半」までがピーク。

図1−6　英語の得意・苦手

図1−7　英語を苦手と感じるようになった時期

＊英語の「得意・苦手」について「やや苦手」「とても苦手」と回答した486名のみ回答。

１－５ 英語の得意・苦手と苦手に感じるようになった時期

中
学
校
に
入
学
す
る
前

中
１
の
前
半

中
１
の
後
半

中
２
の
前
半

中
２
の
後
半

中
３
の
前
半

中
３
の
後
半

中学校
高校

14.0

20.0

23.3

21.2

10.7

6.4

4.3

0

5

10

15

20

25

25

20

15

10

5

0

（％）

あなたは、英語が得意ですか、苦手ですか。Q

あなたが、英語を苦手と感じるようになったのはいつ頃からですか。Q

0 20 40 60 80 100

やや得意とても得意

34.317.0

やや苦手

28.2

とても苦手

20.2 0.2

無回答・不明
（％）
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「これからも英語を頑張って勉強したい」が約8割
「英語のテストでいい点数を取りたい」に続き、「英語ができると就職に役立つ」「英語が話せ
たらかっこいい」「英語ができるといい高校や大学に入りやすい」と８割以上が感じている。

「これからも英語を頑張って勉強したい」がそれに続く。

図1−8　英語に関する意識　

１－６ 英語に関する意識

１  

中
３
生
の
英
語
学
習
の
実
態

あなたは、以下のことについてどう思いますか。Q

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100
（％）

英語のテストでいい点数を取りたい

英語ができると就職に役立つ

英語が話せたらかっこいい

これからも英語を頑張って勉強したい

海外旅行に行きたい

外国の人と友だちになりたい

外国の文化やスポーツに興味がある

英語の音やリズムがおもしろい

世界で活躍できる人になりたい

日本の文化を外国の人に紹介したい

英語の文のつくりやしくみがおもしろい

英語を使って仕事をしたい

外国の高校や大学に留学したい

英語ができるといい高校や大学に
入りやすい

スポーツ選手や英語を使っている大人を
見ると自分も英語を頑張ろうと思う

2020年の東京オリンピック・パラリンピックでは
英語で外国の人を「おもてなし」したい

通訳や字幕などがあるから英語を
学習する必要はない

62.9 92.1

87.5

86.9

86.5

79.3

71.3

65.9

62.2

59.3

56.7

49.7

49.1

47.4

44.9

43.6

35.3

24.3

29.2

51.6 35.9

56.3 30.6

47.6 38.9

39.2 40.1

41.0 30.3

34.4 31.5

29.2 33.0

24.3 35.0

17.2 39.5

24.2 25.5

17.4 31.7

17.3 30.1

14.7 30.2

18.5 25.1

16.2 19.1

7.8 16.5
とてもそう思う
まあそう思う

＊外側にある数値は「とてもそう思う」＋「まあそう思う」の％。
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「英語が使えるようになるため」「入試でいい点数を取るため」に
大切なこと上位5項目中共通するのは、「単語を覚えること」「文
法の知識を増やすこと」

「英語が使えるようになるため」「入試でいい点数を取るため」に大切なこと上位５項目の中
で共通するのは、「単語を覚えること」「文法の知識を増やすこと」。「英語が使えるようになる
ため」には、「英語を聞くこと」「英語でやりとりすること」「英語を話す勇気を持つこと」が挙
がる。一方、「入試のため」には、「英語の問題を解くこと」「英語を読むこと」「英語を日本語に
訳すこと」が挙がる。

図１−9　英語学習観

１－７ 英語学習観

①将来、英語が使えるようになるために、どのようなことが大切だと思いますか。
②高校入試や大学入試の英語の試験でいい点数を取るために、どのようなことが大切だと 
　思いますか。

Q

＊それぞれ12項目中３つまで選択。
＊それぞれ上位5位までを①～⑤と表示している。

0 10 20 30 40 50 60 70 80

0 20 40 60 80 100
（％）

0 20 40 60 80 100
（％）

単語を覚えること

英語を聞くこと

英語でやりとりすること

文法の知識を増やすこと

英語を話す勇気を持つこと

英語で自分の考えを発表すること

英語を読むこと

英語を学ぶ目的を持つこと

英語をきれいに発音すること

英語を日本語に訳すこと

英語で自分の考えを書くこと

英語の問題を解くこと

47.6 ①

②

③

④

⑤

②

①

③

④

⑤

39.9

38.4

33.9

33.2

21.5

16.7

16.3

15.0

13.9

12.2

8.2

64.9

22.4

6.2

68.8

2.5

5.9

26.7

7.6

2.6

25.1

17.8

45.3

将来、英語が使えるようになるために
とくに大切だと思うもの

高校入試や大学入試の英語の試験で
いい点数を取るためにとくに大切だと思うもの
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「話す」「書く」活動をしている生徒としていない生徒で、意識に
違いはあるか
学校で「話す」「書く」活動をしている中３生ほど、英語への関心や意欲が高い。

α+プラス

図Ａ　英語に関する意識

英語のテストでいい点数を取りたい

英語ができると就職に役立つ

英語が話せたらかっこいい

これからも英語を頑張って勉強したい

海外旅行に行きたい

外国の人と友だちになりたい

外国の文化やスポーツに興味がある

英語の音やリズムがおもしろい

世界で活躍できる人になりたい

日本の文化を外国の人に紹介したい

英語の文のつくりやしくみがおもしろい

英語を使って仕事をしたい

外国の高校や大学に留学したい
「話す」＋「書く」活動をしている
「話す」＋「書く」活動をしていない

95.1
87.3

91.1
82.9

90.6
78.6

88.7
82.3

87.1
66.9

74.8
65.6

71.5
57.9

70.4
49.2

68.2
42.5

65.2
43.1

57.5 
38.1

57.2
34.8

56.6
33.1

56.6
23.7

51.9
30.1 

41.0
28.1 

22.1
28.4

英語ができるといい高校や
大学に入りやすい

スポーツ選手や英語を使っている大人を
見ると自分も英語を頑張ろうと思う

通訳や字幕などがあるから
英語を学習する必要はない

2020年の東京オリンピック・パラリンピックでは
英語で外国の人を「おもてなし」したい

0 20 40 60 80 100

0 20 40 10060 80
（％）

＊「学校の英語の授業の中で、次のようなことをどれくらいしていますか」という問いに対して、「自分の気持ちや考えを英語で話す」「自分の気
持ちや考えを英語で書く」について、どちらも「している（よく＋ときどき）」と回答した群を「『話す』＋『書く』活動をしている」群（551名）、
どちらも「していない（あまり＋まったく）」と回答した群を「『話す』＋『書く』活動をしていない」群（299名）として表示した。「話す」活動の
み、「書く」活動のみを「している（よく＋ときどき）」と回答した群は省略した。

　１−２で学校の「英語の授業でしていること」をみたが、そのうち「自分の気持ちや考えを英語で話す」「自
分の気持ちや考えを英語で書く」活動の有無別に、英語に関する意識についてみた。
　学校で「英語を使う」（「話す」「書く」）活動をしている生徒は、していない生徒より英語への関心や意欲が高
く、とくに「英語の文のつくりやしくみがおもしろい」「スポーツ選手や英語を使っている大人を見ると自分
も英語を頑張ろうと思う」「日本の文化を外国の人に紹介したい」などで差が大きい（差が大きい上位３項目）。

11
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学校での「話す」「書く」活動の有無にかかわらず社会での英語の必要性は感じている。一方
で、学校で「話す」「書く」活動をしている生徒はしていない生徒より、自分が英語を使うイ
メージを持っている。

　学校で「英語を使う」（「話す」「書く」）活動をしている生徒はしていない生徒より、将来の英語の必要性を
感じており、また、自分が英語を使うと考えている割合も高い。一方で、授業で「英語を使う」（「話す」「書く」）
活動をしていない生徒の約６割は、将来、自分が「英語を使うことはほとんどない」という回答をしている。
　以上のように、学校の授業で英語を使う活動の有無別に意識をみたが、英語に関する意識と関連がある
と考えられる。

図Ｂ−１　社会での英語の必要性

図Ｂ−２　自分が英語を使うイメージ

0 20 40 60 80 100

英語を使うことはほとんどない
日常生活で外国の人と英語を話すことがある 仕事ではほとんどいつも英語を使う

24.55.8

いつもではないが仕事で英語を使うことがある

57.5 11.4

無回答・不明

0.7

14.7 7.747.528.8

（％）

1.3

「話す」＋「書く」
活動をしている

「話す」＋「書く」
活動をしていない

0 20 40 60 80 100

日常生活で外国の人と英語を話すことがある 仕事ではほとんどいつも英語を使う

28.3

いつもではないが仕事で英語を使うことがある

28.5

英語を使うことはほとんどない

37.0 5.4

無回答・不明

0.7

57.9 18.718.1 4.0

（％）

1.3

「話す」＋「書く」
活動をしている

「話す」＋「書く」
活動をしていない
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